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１０
周
年
記
念
請
演
会
を
開
催

九
月
二
十
三
日
、
三
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、

町
民
会
議
設
立
十
周
年
記
念
健
全
育
成
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
福
岡
教
育
大
学
助
教
授
の
井
上
豊
久
さ

ん
。
「
２１
世
紀

へ
の
家
庭
づ
く
り
に
向
け
て
」
と
題

し
て
、
ウ
イ
グ
ル
の
子
ど
も
た
ち
の
話
を
中
心
に

時
に
は

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。

会
場

に
集
ま

っ
た
約
百
二
十
人
の
参
加
者

の
み

な
さ
ん
も
、
熱
心
に
話
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

＞
井
上
豊
久
さ
ん
の
講
演
の
様
子

▲町民会議会長のあいさつ ▲講演を熱心に聞く参加者のみなさん

町民会議設立10周年記念号
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青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
１０
年

町
民
会
議
＝

の
あ
ゆ
み
青少年の健やかな成長 を願

い、平成元年に発足 した苅田町

青少年育成町民会議は今年で10

周年を迎えました。

そこで、これまでの町民会議

の活動の様子を、各部会別に年

表で振 り返ってみました。
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広
報
紙
名
〃す
こ
や
か
″に
決
定

名
付
け
親
　
塙
　
王
子
さ
ん

第
２
回
総
会

○
オ
ア
シ
ス
運
動
推
進
看
板

苅
田
、
与
原
校
区
設
置

○
腕
章
作
成

講
演
会

「子
ど
も
の
心
と
、
ど
う
つ

き
合
う
か
考
え
ま
す
」

青
少
年
教
育
相
談
室

開設
一一岬臨

第
１
回
ウ
ォ
ー
ク

ラ

リ

ー

凧
作
り
教
室

凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル

２５０
名

２００
名

育
成
会
連
合
会
等

７
団
体

○
巡
回
補
導

定
期
的
、
祭
時
等

○
要
望
書
提
出

カ
ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
店

ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
店

少
年
補
導
員
等

７
団
体

「家
庭
の
日
」

啓
発
チ
ラ
シ
全
戸
配
布

○
講
演
会

「子
ど
も
と
紡
ぐ
赤
い
い
と
」

保
育
連
盟
等

２２
団
体

町
内
小

。
中
学
生
徒
指
導

研
修
会
が
本
会
議
に
参
入
し

発
足

６
月
定
例
議
会
に
て

「青
少

年
の
非
行
及
び
犯
罪
防
止
に

関
す
る
決
議
」
全
員

一
致
で

可
決

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
入
選
県

下

一
シ
リ
ー
ズ
人

少
年
補
導
員

奥
　
勝
利
さ
ん

非
行
防
止
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
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／
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／

　

口
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／
立
ロ

年

　

／

７
月
１４
日
発
足

第
１
回
総
会

文
化
協
会
等

２０
団
体

総

務

部

会

健
全
育
成
部
会

家

庭

部

会

生
徒
指
導研
修
部
会

そ
　
の
　
他

Eコ
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第
５
回
総
会

○
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
防
止
に

関
す
る
啓
発
物
品
の
作
成

講
演
会

「親
子
の
心
離
れ
て
か
ら
で

は
遅
す
ぎ
る
」

第
４
回
総
会

○
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

○
標
語
の
募
集

講
演
会

「子
ど
も
の
問
題
と
現
代
家

族
の
関
係
に
つ
い
て
」

第
３
回
総
会

○
オ
ア
シ
ス
運
動
看
板

．

馬
場
、
自
川
校
区
設
置

○

″す
こ
や
か
″

発
行
年
２
回

○
講
演
会

「子
ど
も
の
心
と
、
ど
う

付
き
合
う
か
」

第

４
回
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
１
　

５６‐
名

親
子
凧
作
り
教
室

第
４
回
凧
揚
げ

カ
ー
ニ
バ
ル
　

３００
名

第
２
回
ウ
ォ
ー
ク

ラ

リ

ー

凧
作
り
教
室

第
２
回
凧
揚
げ

カ
ー
ニ
バ
ル
　

５００
名

親
子
凧
作
り
教
室

第
４
回
凧
揚
げ

カ
ー
ニ
バ
ル

第
３
回
ウ
ォ
ー
ク

ラ

リ

ー

198

名

４５０
名

３７２
名

○
青
少
年
に
有
害
な
地
域
環

境
の
浄
化
活
動

○
街
頭
補
導
の
更
な
る
強
化

○
春
、
夏
、
冬
休
み
の
巡
回

街
頭
補
導

○
交
通
安
全
水
難
防
止
対
策

危
険
箇
所
巡
回

○
少
年
を
守
る
日

補
導
活
動

○
万
引
き
防
止

ス
テ
ッ
カ
ー
作
成

〇
薬
物
乱
用
に
よ
る
補
導
急
増

○
要
望
書
提
出

○
初
め
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「子
と
親
の
ね
が
う
も
の
」

○
あ
い
さ
つ
運
動
看
板
作
成

各
小

。
中
学
校
に
配
布

第

２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
い
じ
め
を
な
く
す

に
は
ど

う
し
た
ら
良

い
か
」

Ｏ

Ｐ
丁
Ａ
活
動
と
連
携

○
講
演
会

「青
少
年
育
成
と
地
域
の
役

割
り
」

関
係
団
体
と
の
連
携
と
町
内

諸
行
事
時
の
非
行
防
止
活
動

へ
の
参
加

○
小

。
中
学
校
児
童
生
徒
の

情
報
交
換

町
内

の
諸
行
事
に
関
係
諸
団

体
と
連
携
し
非
行
防
止
活
動

を
行
う

た

こ
ど
も
の
つ
ど

い

○
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
町

○
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

０
２
年
連
続
県
教
委
冊
子
表

紙
に

○
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

○
苅
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

よ
リ
ゼ
ッ
ケ
ン
２００
枚
寄
贈

シ
リ
ー
ズ
人

か
ん
だ
レ
ク
研
究
会

奥
野
　
武
則
さ
ん

こ
ど
も
の
つ
ど
い

（港
ま
つ
り
と
同
時
開
催
）

シ
リ
ー
ズ
人

育
成
会
連
合
会
会
長

松
中
　
文
雄
さ
ん

○
少
年
の
主
張
県
大
会

苅
田
中
花
田
　
加
代
さ
ん
発
表

し
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第

６
回
総
会

第
７
回
総
会

講
演
会

「
い
じ
め
と
人
権
」

第
８
回
総
会

◇
重
点
目
標
◇

〇
町
民
あ
げ
て
の
環
境
作
り

○
各
機
関
、団
体
活
動
の
充
実

○
広
報
活
動
の
強
化

○
家
庭
、学
校
、地
域
社
会
の
連
携

講
演
会

「
子
供
と
共
に
心
を
育
む
親

子
関
係
」

○
″す
こ
や
か
″
６
Ｐ
に
な
る

第
５
回
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー４１３
名

親
子
凧
作
り
教
室

第
５
回
凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル

第
６
回
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー５８９
名

親
子
凧
作
り
教
室

凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル
　

２００
名

ウ

オ

ー

ク

ラ

リ

ー

親
子
凧
作
り
教
室

凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル

“

・T(

４００
名

２００
名

○
薬
物
乱
用
防
止
活
動

○
巡
回
街
頭
補
導

○
悪
書
対
策

○
県
の

″環
境
浄
化
活
動
事

例
集
″
で
県
外
に
も
紹
介

○
防
犯
協
会
及
び
行
橋
署
か

ら
表
彰
さ
れ
る

○
有
害
図
書
、
図
面
等
の
販

売
、
協
力
依
頼
で
対
面
販

売
等
の
協
力
を
得
る

「
い
じ
め
防
止
協
議
会
」
設
置

９
月
を
強
化
月
間

★
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
看
板

を
作
成

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
土
曜
日
を
ゆ
と
り
と
ふ
れ

あ

い
の
日
に
」

苅 鰺 町・ 会 議
′:よ

“

議ユ壺
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凛奮‐ こ醸= ●し=:■雄

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
子
ど
も
の
願
う
も
の
２
家

族
の
団
ら
ん
や
共
通
体
験

を
積
極
的
に
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
Ｉ
Ｌ

発
表
者

小
中
学
生
　
　
　
　
８
名

保

護

者

　

　

２
名

○
町
内
諸
行
事
時
の
非
行
防

止
活
動

○
他
部
会
と
の
情
報
交
換

こ
ど
も
の
つ
ど
い

○
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

県
知
事
賞

新
津
中
　
紙
谷
寛
美
さ
ん

○
「社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞苅
田
中
　
松
下
智
子
さ
ん

″少
年
の
主
張
″
優
秀
賞

平
元
晴
美
さ
ん
（新
津
中
）

ふれあいコンサー ト
一
ふ
れ
あ

い
イ

ン
タ
ビ

ユ
ー

一

①
片
島
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

②
苅
田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

○
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

○

「知
事
賞
」

三
年
連
続
受
賞

イ

｀レ

ヽ
し

平 成 8年 平 成 7年 平 成 6年
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ヽ

年

部会名

第
９
回
総
会

講
演
会

「
子
ど
も
の
心
がみ
え
ま
す
か
」

第

１０
回
総
会

ウ

オ

ー

ク

ラ

リ

ー

親
子
凧
作
り
教
室

凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル

２１８
名

１００
名

ふ
れ
あ

い
ウ

ォ
ー
ク

ラ
リ

ー

凧
作
り
教
室

凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル
（予
定
）

○
「少
年
非
行
、
シ
ン
ナ
ー
等

薬
物
乱
用
防
止
」
研
修
会

○
県
健
全
育
成
条
例
の
強
化

に
伴

い
再
度
要
望
書
提
出

○
有
害
な
図
書
等
に
対
す
る

要
望
書
提
出

○
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防

止
研
修
会

い
じ

め

ス

ト

ッ
プ

キ

ャ

ン

ペ
ー
ン

年
末
、
春
休
み
特
別
補
導

神
幸
祭
補
導

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
子
と
親
の
願
う
も
の
２
不

審
者
か
ら
子
ど
も
を
守
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」

意
見
発
表

小
中
学
生

保
護
者

町
民
会
議

1  2  8
名 名 名

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「子
と
親

の
願
う
も

の
―
子

ど
も
に
生
き
る
力
と
ゆ
と
り

を
―
」

「オ
ア
シ
ス
運
動
」
の
強
化

推
進②ミマセン

アクタ

C)'ヽヨウ

みんなでやろう

オアシス運動

○
補
導
環
境
部
会
と
の
合
同

研
修

「地
域
の
教
育
力
」

○
関
係
諸
団
体
と
連
携
、
街

頭
補
導
活
動

へ
の
参
加

一
ふ
れ
あ

い
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

ヽ

③
向
山
少
年
陸
上
ク
ラ
ブ

④
苅
田
少
年
少
女
合
唱
団

⑤
苅
工
高
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

ク

ラ

ブ

⑥
尾
倉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

⑦
苅
田
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

協
会

③
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー

こ
ど
も
の
つ
ど

い

ふ
れ
あ

い
イ

ン
タ
ビ

ユ
ー

J
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Ｊ成
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一
「
「

総

務

部

会

感
謝
状

、ミ

■
　
ふ
湾
殿

ュス
団
卜
は
多
年
に
わ
た
リ
ネ
県

〓ｎ
少
年
の
健
全
去ｎ
咸
の
た
め
に

ょ

ヵヽ
き
れ
ま
し
た
そ
の
力
績
は

一こ
に
人
で
あ
，
ま
す

よ

つ
て

三

Ｆ
深

く
感
部
分
た
そ
衆
し
ま
す

馬
９
■
［贅
集
奮
■
一Ｉ
整
ホ年
長

Ｒヽ
第
丼
麻
生

ま
一

健
全
育
成
部
会

補
導
環
境
部
会

家

庭

部

会

生
徒
指
導研
究
部
会

そ
　
の
　
他

榊【．・爆



町
民
会
議

周
年
を
迎
え
て

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
会
長

沖
　
勝
治

苅
田
町
の
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
発
足
し

て
か
ら
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
各
階
各
層
の
多
く
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
今

日
ま
で
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
し
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

町
民
会
議

の
設
立
宣
言
に
は

「青
少
年
が
常

に
心
身
と
も
に
健
全
に
、
そ
の
能
力
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
よ
り
高
き
平
和
国
家
、
文
化
国
家

の
形
成
者
た
る
有
愛

の
日
本
人
と
し
て
成
長
す

る
こ
と
は
、
青
少
年
自
信
の
誇
る
べ
き
課
題
で

あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
町
民
す
べ
て
の
念
願

で
あ
り
ま
す
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

汁
り
ユ
Ｈ″

いノヽン一

嘔
―
■

に
そ
の
国
の
町
の
将
来
は
若
い
青
少
年
の
双
肩

に
懸
か

つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
民
会
議
で
は
、
総
務
部
会
、
健
全
育
成
部

会
、
補
導
環
境
部
会
、
家
庭
部
会
、
生
徒
指
導

研
修
部
会
等
の
五
つ
の
部
会
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

が
主
体
的
に
か
つ
相
互
連
携
を
密
に
事
業
計
画

を
立
て
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中
で
総
務
部
会
で
は

機
関
紙

「す
こ
や
か
」
の
発
行
を
中
心
に
、
健

全
育
成
部
会
で
は
伝
統
的
な
遊
び
で
あ
る
凧
づ

く
り
教
室
等
を
、
補
導
部
会
で
は
毎
月
二
回
以

上
の
夜
間
補
導
を
行
い
、
家
庭
部
会
で
は
子
ど

も
中
心
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ま
た
生

徒
指
導
研
修
部
会
で
は
各
種
の
行
事
ご
と
に
補

導
や
お
互
い
の
研
修
に
と
、
多
様
な
活
動
が
行

な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
十
周
年
を
期
に
さ
ら
に
二
十

一
世
紀
に

向
け
て
町
民
会
議
の
活
躍
を
目
指
し
た
い
と

思

っ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
町
民
各
位
の

更
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

健
康
で
豊
か
な
文
化
薫
る
町
づ
く
り
に
共
に
頑

張
り
ま
し
よ
う
。

家
庭
部
会
長
　
上
田
　
俊
公

こ
の
た
び
、
家
庭
部
会
長
に
な
り
ま
し
た
、

善
立
寺
保
育
園
副
園
長
の
上
田
俊
公
で
す
。

部
会
長
に
な

っ
て
み
て
、
今
年
は
町
民
会
議

ヽ_

設
立
十
周
年

の
年
に
当
た
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
思

い
、
部
会
等

の
会
議
や
、

全
体
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
こ

れ
ま
で
の
先
人
の
方

々
が

「
青
少
年
が
健
全
に

育

っ
て
ほ
し
い
」

の
願

い
の
も
と
、
地
道
な
啓

発
活
動

・
講
演
会
等
を
開
催
し
継
続
さ
れ
十
年

を
迎
え
て
来
ら
れ
た
こ
と
に
改
め
て
敬
意
を
表

し
た

い
と
思

い
ま
す
。

昨
今

の
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
や
情
報
は
急

速
な
流
れ
と
な

っ
て
、
や
や
も
す
れ
ば
私
た
ち

を
押
し
流
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が

「
ど

う
に
か
し
な
け
れ
ば
」
「
な
に
を
し
た
ら

い
い

の
か
」
と
自
問
自
答
し
、
回
り
を
眺
め
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
町
民
会
議

の

「青
少
年
が
健

全
に
育

っ
て
ほ
し
い
」

の
願

い
の
も
と
、
行
政

と
町
民
が
共
に
、
ま
ず
何
か
を
始
め
よ
う
と
、

町
民

の
方
々
に
呼
び
か
け
、
皆
と
手
を
取
り

合

っ
て
、
耳
を
傾
け
る
場
を
作
ろ
う
と
す
る
活

動
は
意
義
深

い
も
の
と
思

い
ま
す
。

任
期
中
は
、
皆
様

の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
精

進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

町民会議
ヽ

他 の

0

11月 は

全国青少年

健全育成強調月間

です

青
少
年
が
社
会
に
お
け
る
自

ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

広

い
視
野
と
豊
か
な
情
操
を
培

い
、
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
は
国
民
す
べ
て
の
願

い

で
す
。
こ
の
た
め
、
全
国
青
少

年
健
全
育
成
強
調
月
間
を
１１
月

に
設
け
、
国
民
の
青
少
年
健
全

育
成
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

各
種
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
加

を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
が

一

体
と
な

っ
て
取
り
組
み
、
青
少

年
育
成
運
動
の

一
層
の
充
実
と

定
着
化
を
図
り
ま
す
。

θ

ヽ



青少年育成

役員のみなさ

前
町
民
会
議
理
事

目
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
す
る
社
会
環
境
の
中

で
、
年
齢
、
適
応
力
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、

テ
レ
ビ
、
週
刊
紙
等
を
通
じ
、
刺
激
的
情
報
を

社
会
全
体
が
み
な

一
様
に
共
有
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
憂
慮
す
る
実
例

が
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
、
機
会
を
通
じ
、
青
少
年

の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
そ
の
対
応
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

何
が
子
ど
も
達
を
変
え
た
の
か
、
そ
の
背
景

に
は
何
が
あ
る
の
か
、
論
議
は
つ
く
し
き
れ
な

い
し
、
そ
の
対
応
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
の
成
長
を
願
い
、
そ
の
し
あ
わ
せ

を
願
い
、
次
の
世
代
に
思
い
を
馳
せ
、
地
域
、

社
会
、
家
庭
、
学
校
と
も
に
協
調
、
連
携
し
て

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
創
り
継
ぐ
の
が
親

達
の
子
ど
も
達

へ
の
愛
情
、
遺
産
で
す
。

ま
た
、
そ
の
目
的
に
地
道
に
根
気
強
く
活
動

し
て
い
る
多
く
の
人
達
と
、
そ
の
団
体
町
民
会

議
の
活
動
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

前
町
民
会
議
家
庭
部
会
長

坂
本
　
和
己

町
民
会
議
家
庭
部
会
長
と
し
て
十
年
間
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
役
員
及
び

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
無
事
大
役

を
果
た
せ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

思
え
ば
こ
の
十
年
間
家
庭
部
会
と
し
ま
し
て

は
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
に
と

っ
て
最
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
親
の
姿
勢
や

家
庭
の
あ
り
方
が
問
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
や
親
が
家
庭
で
今
何
を
考
え
、
求
め
、

願

っ
て
い
る
か
。
ま
た
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い

て
第

一
回
は

「子
と
親
の
願
う
も
の
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
試
み
で

し
た
の
で
形
式
的
に
終
わ
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ

ん
回
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容
に
深
み
の
あ
る
親

と
子
の
あ
り
方
に
つ
い
て
よ
り
よ
い
追
及
が

徐
々
に
深
ま
ぅ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

過
去
十
年
間
町
民
会
議
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
町
民
会
議
の
前
進

と
青
少
年
の
育
成
に
大
き
な
柱
と
な
る
こ
と
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

メッセ
白
川

金
ミ

“

、
′ロ

築いていますか

暖かな家庭

日曜日は

家庭の日
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人
形
劇
で
①
Ｏ
②
Ｏ
運
動

パベットひゅるるんぱのみなさんが

町 内 の幼 稚 園 や保 育 園 で公 演

あ

い
さ

つ
運
動
は
小
さ
な
頃
か
ら

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

家
庭
部
会
で
は
オ
ア
シ
ス
運
動
を
推

進
す
る
た
め
、
十
月

二
十
五
日
か
ら

町
内

の
幼
稚
園
や
保
育
園
で
、
人
形

劇
団
パ
ペ
ッ
ト
ひ
ゅ
る
る
ん
ぱ

（川

野
留
美
子
代
表
）

の
協
力

で
人
形
劇

を
行
い
ま
し
た
。

歌
を
交
え
た
楽
し

い
劇

に
、
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

オ
ア
シ
ス
運
動
と
は
…

私
た
ち

の
社
会
生
活

に
と

つ
て
基

本
と
な
る
四

つ
の
あ

い
さ

つ

オ
　
ハ
ヨ
ウ
ゴ
ザ
イ

マ
ス

ア
　
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ

マ
ス

シ
　
ツ
レ
イ
シ
マ
シ
タ

ス
　
ミ
マ
セ
ン
デ
シ
タ

を

み
ん
な

で
進

ん
で
交

わ
し
あ
う

こ

と

に
よ

つ
て
少

し

で
も
明

る

い
世

の

中
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
運
動
で
す
。

＞
人
形
劇
に
釘
づ
け
の
子
ど
も
た
ち

編
集
後
記

十
年
ひ
と
昔
と
は
、
よ
く
耳
に
す

る
言
葉
で
す
が
、
苅
田
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
も
よ
う
や
く
ひ
と
昔
が

経
過
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
に
も
、
町
民
会
議
が
浸
透

し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
歩
き
は
じ
め
た
ば

か
り
の
団
体
で
す
。
青
少
年
の
健
や

か
な
成
長
と
健
全
育
成
の
た
め
、
み

な
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふれあい

ウォークラリー

カメラスケッチ

10月 25,日
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子どものことで困つたら436……
t｀   い   こ   に

1152
●相談日時 毎週月・水 。木 。金曜
(祝 日を除く)午前 9時～午後 4時30

分

※相談は電話相談、面接相談のどち

らでも受け付けます。

※秘密は固く守ります。

青少年教育相談室 (教育委員会内)
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